
家計相談支援事業 ビデオレター 4人のプロフイール 

 

①64歳男性 （障がいがあり寝たきりの妻と2人暮らし） 

＜相談に繋がった時の背景＞ 

妻の介護のため仕事をやめ、年金だけでの生活が成り立たず苦しくなり、公営住宅の家賃

や国保等も滞納となり、ヤミ金からの借金を重ねるようになった。ヤミ金の取り立てが厳しく

なり、食べるものにも事欠くようになり、遠くに住む子どもも頼れず、民生委員や行政の窓口

にも相談したが、話は聞いてもらえたものの解決策がない状態で、家計相談支援事業のチ

ラシを見て連絡が入る。 

＜支援内容＞ 

    債務整理。家賃・国保の分納相談。家計管理支援。自立相談支援事業所に繫ぎ食料支援 

 

②32歳女性 （夫、小学生の子ども1人の3人暮らし） ※相談時は妻両親と同居 

＜相談に繋がった時の背景＞ 

同居していた実父が病気で無収入となり、非正規の夫の収入では生活が維持できなくなり、

カードでの生活で返済も厳しくなり、家賃や保育料、公共料金なども滞納するようになった。

住宅事情が劣悪だったため、引越しも希望しており、自立相談支援事業所から家計相談支

援事業に繋がる。 

＜支援内容＞ 

    転居費用等として総合支援資金などの斡旋。家賃、保育料、公共料金などの支払相談。

家計管理支援。家計表を見て、夫は正社員に転職 

 

③61歳男性 （外国人妻と小学生の子ども2人の4人暮らし） 

＜相談に繋がった時の背景＞ 

同居していた父親が他界し、父の年金が入らなくなり、自分の収入だけでは妻子をかかえ

生活ができなくなった。家賃、国保、税金を滞納し、住居を追われ、妻の友人宅に同居。自

立相談支援事業所から家計相談支援事業に繋がる。 

＜支援内容＞ 

 転居費用を貸付斡旋。家賃、国保、税金は分納相談。家計管理支援。 

 

④79 歳男性 （1 人暮らし） ※近所に住む友人同伴 

＜相談に繋がった時の背景＞ 

病気で入院となり、入院費用がかさみ、生活費をヤミ金から借金。その返済のため家賃を

滞納し、公営住宅からの退去命令が出た為、友人同伴で自立相談支援事業所に相談し、

家計相談支援事業に繋がる。相談後、ヤミ金は撤退し、借金問題は解消。 

 ＜支援内容＞ 

    家賃の分納相談。家計管理支援。 
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